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【平成２８年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

 本研究は、植物アルカロイド生合成の代謝工学的応用を目指し①ハナビシソウゲノム解読、②アルカ

ロイド生合成系の比較ゲノム解析、③微生物発現による生合成再構築、④生理活性評価を進めるもので

ある。中でも、微生物を用いたアルカロイド生合成系の発現、生産が実現されつつある点は、研究分担

者らとの連携の成果として高く評価できる。 

一方で、ゲノム構造や転写ネットワークの解明などにはやや遅れが見られ、Pichia 酵母への多重遺

伝子導入による安定生産が難航するなど問題点もあるが、ゲノム編集技術の導入や新たな連携研究者を

加えるなど、適切な対策が取られている。 

以上のことから、研究期間内の目標達成が十分に見込まれる。 

 


